
庁舎棟 約5,000㎡ 

３F 

車庫・防災倉庫棟  

約1,300㎡ 

１F（一部２F） 

新庁舎の配置図（案） 

（現本庁舎・東駐車場・東分庁舎用地） 

駐車場台数は福祉駐車場を 

合わせても60台。駐車台数が、

現状よりも少なくなる。 

斜線制限等により、庁舎が約

15ｍ南側に寄るため、県道沿

いにイベントスペース等を設け

ることができない。 

参道（町道）を挟んで東側敷

地は東西で64ｍ。建物規模・

形状に制限がかかり、住民利

用の多い1階スペースの充実

が図れない。 

狭隘な道路及び建築物

の隣接具合により見通し

が悪く、交通事故が頻発

している箇所。 

隣地との境界から3m程度

のため、周辺地域への影

響が懸念される。 

町道（参道）幅員が3mのた

め、北側駐車場の乗り入れ

確保のために拡幅する必要

あり。 

主要前面道路の幅員が

12mであり、建物等も近く、

災害時に倒壊等によって通

行不能となる可能性が高い。 

信号・横断歩道等なし 

約7,000㎡の敷地の中で、庁舎・車庫・防災倉庫を配置し

た上では、災害時における対応車両や一時避難施設と

なる災害対策スペース等の確保は難しい。 

また、既存役場での業務を稼働しつつ東側への建設と

なることから、代替駐車場の確保と東分庁舎解体による

仮設庁舎の確保が必要である。 

☆重要度第 2 位☆ 

☆重要度第 1 位☆ 

重要度第1位： 

約75％の住民が、ゆとりある駐車場スペースを望んでいる。 

重要度第2位： 

約57％の住民が災害時に防災拠点となることを望んでいる。 

（町民アンケートより） 

☆判断において重視する点☆ 

☆重要度第 2 位☆ 
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図１ 

事業費の概算3,197,500千円。 

財政シミュレーション上、実現

は可能と試算している。 

☆重要度第 3 位☆ 
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駐車場 

（防災拠点・災害支援等スペース） 

駐車場（多目的広場） 

バス停・待合所 
駐輪場 

◎来客用駐車場で122台分の

確保ができ、イベントスペース

及び災害時には災害支援等ス

ペースとして活用できる。 

◎敷地が広いため、斜線制限

等を考慮しても柔軟な配置計

画が可能である。2階建てにし、

建設費を抑えることも可能。 

◎メインの接続道路が幅員

20mと広い幹線道路であり、利

便性が高く、災害時に緊急車

両や大型車両の通行への支障

がでない。 

◎敷地周辺道路が広いため、

三方からの出入りが可能。 

70m 

◎敷地内通路を十分確保できるため、

乗合バスの乗り入れが可能。 

☆重要度第 2 位☆ 

☆重要度第 2 位☆ 

☆重要度第 1 位☆ ☆重要度第 2 位☆ 
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旧坂下厚生総合病院跡地配置図（案） 

事業費の概算3,235,500千円。 

財政シミュレーション上、実現

は可能と試算している。 

☆重要度第 3 位☆ 

県道会津坂下高田線から、町道

勝大線への進入路が狭い。 

町道勝大線は都市計画道路のた

め、拡幅する計画がある。 


